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要約： 

本論文は子どもの絵本好みと絵本の主題との関係性を見つけ出すという研究となる。34 組

の親子による絵本の読み聞かせをビデオに残してその反応を分析して子どもに好かれる絵

本のページを特定できた。子どもは自ら絵本を手にする機会はなく、ほとんど大人が選んだ

ものを読んでいると主張している。子ども将来の読書人生を大きく影響するのは大人が子

どもにどういった絵本を選ぶかが重要ということとなっている。ただし、研究結果として、

好きな絵本に置いても 21.4%のページには反応なかったという結果がでた。そして、反応

の多かったページと反応の少なかったページに多く現れていた主題を比較することで子ど

もが好む主題が明らかになってきた。 

 

感想： 

初めて BFC 月一論文で絵本に関する論文を読んで、心が落ち着くのが第一印象だった。私

は今まであまり絵本を読んで来なかった人生だったので、絵本が子どもにさまざまな効果

や影響を与えているのを知り、とても温かい気持ちになった。そして、子どもが思う「いい

絵本」とは「おもしろい」と感じるもので、大人の快楽追求とは違うのを知った。子どもは

本当に純粋だなと改めて感じた。3 月 10 日に実際幼稚園にいって絵本の読み聞かせ活動を

したので、さらに実感が沸いたと感じた。 


